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試験舗装 に取上げ た路 盤工種とその 効果
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　ア ス フ ァ ル ト舗装の 構造設計で は CBR 法に も とつ い て

舗装 の 総厚の み を 求め る の が 従来 の 方法 で あ っ た が ， そ の

後 1962年 に 公表 され た AASHO 道 路 試 験 の 報告 に 示 され

た 厚さ指数 （Thickness 　Index）の 概念ボ ア ス フ ァ ル ト舗

大 日試 験 舗 装
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装要綱 （日本道路協会） に 取 入 れ られ ， 舗装の 構造は総厚

と舗装材料の 強度的な特性を表わす 7
”
A とに よ っ て 規定 さ

れ る よ うに な っ た の は 周 知 の と お りで ある 。
TA は 舗装構

成層 の 厚 さ と材料 の 等値換算係数 （以下，等値係数） との

積 の 累 計 に よ っ て 求め られ ， 等値係数は簡単な測定に よ る

こ とボ で きな い た め ， 標 準 的 な 路盤材料 と工 法とに つ い て
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は 要綱に 規定 さ れ て い る 。 しか し
， そ れ ら係数値は わ が国

の 道路環境下 で 求め られ た も の で は な く，ま た 路盤材料，

工 法の すべ て を網羅 しえ な い た め ， 新 しい 材料 ， 工 法 で は

構造設計 の 取扱 い に 苦慮す る とこ ろ とな る 。

　路盤工 種に 関す る 実際道路上 で の 試験舗装 は 現在利用 し

うる各種 の 材料，工 法に つ い て 施工 上 の 問題点，路盤支持

力に 与え る 効果 ， さ らに は 等値係数 の 検討と評価を 目う ん

で 計画 され た。 4 個 所 の 試 験舗 装 は 昭 和 43〜45 年度 に 施

工 され，今後も観測 が 継続 の 予定 で あ る が ， 昭和 46年 5

月 まで の 経過と そ の 概要 とを 紹介す る 。

　1． 試験舗装 の 概要

　試験舗装 の 名称 と所在地などを表
一1 に 示す 。 大 日，名

四 両試験舗装 は 上層路盤 ， 横戸 ， 西広島は 下層路盤をそれ

ぞれ調査 の 対象とす る 。 大 日
1｝・2｝で は 粒度調整砕石や各種

安定処理を含む 11 種類 の 材料 と 工 法 とを取上 げ ， そ の 1

部 で は厚さを 10〜30cm に 変え，合計2  種類 の 断面構

成 と した （表一2
， 図一一1）。 大 日 が で きるだ け 多種類 の 路盤

を 組入 れ よ うと した の に 対 し， 名 四 3）・4）・5） で は 各種工 法の

　 　 　 表一1 路盤に 関する 試験舗装 の 名称 と所在地 な ど
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ほ か に 加熱 ア ス フ ァ ル ト安定処理 な どの 骨材種類や配台を

変え，同一工 法に お ける そ れ らの 効果を 検討 し よ うと し て

い る （表一3，図
一D 。 横戸 で は 主 と して 山 砂 と関東 ロ

ーム

の 安定処 理 の 効果を ， 西 広島
6）

で は マ サ ⊥ の 安定処 理 の 効

果をそれぞれは か る こ とが 目的 で あ る （表
一4， 5

， 図
一1）e

　2． 調査観測の 結果

　試験舗装カミ完成 し ， 交通に 開放 した後の 調査は 主 と して

舗装の 供 用 性 （Performance ）に 関す る もの で あ り，それ

らを 列挙すれば つ ぎの とお りで あ る 。

表
一2 大 日試験 舗 装 の 上層 路 盤 工種 と材 料
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表一3　名四 試験舗装 （名四 パ イ パ X ）の 上 層路盤工 種 と材料

」

種

号

一

19

削

nD456789012S45

　

　

　

　

　

　

1

工

1111

工

番
工 　 　 種

粗粒度

浸透式
　 マカ ダ ム

ア ス フ ァル ト

ア ス フ 1 ル ト

ア ス 7 ア ル ト

ア ス フ ァ ル ト

ア ス 7 ア ル ト

セ 　メ 　 ソ 　 ト

セ 　メ　 ン 　 ト

セ 　メ　 ソ 　 ト

ア ス 7 ア ル ト

　 　 　 乳 剤

粒 調 砕 石

粒 調 ス ラ グ

粒 調 ス ラ グ

石　 　 　 灰

ア ス フ ァ ル ト

使

粗 骨

密粒度

堂
細

…
I−．

用
．
材

材

　 一一1粒度酬
骨 　 　 材

1
　 粒

140
．
113

1

… mmImm

度

瞞
 

　

5m

　

．
2，
m

砕 　 石 　 2 − 7． P．一　 　 　 　 　 　 …　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

切 込 み 砕石 　　　　　 　　ス ク リー＝ ソ グス 　50％ 「

　　 （40mm 〜0）41〕％ 　 　 　 山 砂 10％ ！
切込 み

臨 m −。）賜
！刷

一二
焔参黝

山 　砂　利
　 　 （40mm 〔司〕）馴〕％　 山　 　 　砂 　 　 　 　10％

山 　砂 利 　 　 　 　 　 1

　　 （40mm 〜  ）or）％ 1出 　 砂 　 　 ユ0％

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山　 　 砂 　　 　 100％

翼簒：，£． ．
〜−o）7  ％ iダ　ス　・　　　30％

　 　 （4。  噸 0％ ダ ス ト　 30％

切込み 砕石 　　 　　 　　 　ダ　ス 　 ト　　 　 X）％
　 　 （40mm 〜  3  ％　 山　　 　砂　 　 　 切 ％

切込み 砕石

　 　 （40mm −−O）90％　 ス ク リーニン グ ス 　 10％

砕 　 　 石 　 　 　 　 　 　 山　 　 砂 　 　 　 30％
　　（40mm 〜12）50％ iダ　ス　 ト　　　 X）％

硬 質 ス ラ グ

　　 （2itnm 〜O＞100％

軟質ス ラ グ

　 　 （25mm 、0）100％

山 　砂　利
　 　 （40mm 〜0）　90％

切込み 砕石
　 　 （25mm 〜0）80％

砕　 　 石

　 　 （5〜7号）74．9％

砕　 　 石
　　（5〜7号）61．3％ …

山

細

砂

砂

ス ク リーニ ソ グ ス 9．5％
細 　 　 砂

ス ク リ
ーニ ソ グ ス ユ了．3％

細 　 　 砂

　 10％

　2）％

12、6％

16．7％

CCCC

C

L。
…

1：
　 10D

　 　 　 i

石 粉
3・o％ i

石 粉

一
14

・ZVI．

1001DO100100100100100100

零85．0

100

100

　　1
、、、8「，。，、 7，9

　 　 …

　溺 ．8：

50．1

　77，9　43，7 　　4，1

　 77，9　43．7

100　 64．3　 9、4

73，529 ．7 …6．3
　　　　　1

・… 29・・16渇
　 　 　　 　 　 　 　
　88．6148．6　．　8，1
　　　　　 …
　65．9　嬲 ．2　　5，呂

　 　 …
　76・6131・4　1　5・G
　 　 　 　 　 I

：：：1il　13：：1：：：
　 　 　 　 　 　

83’1
．馴

9唱4

　 　 　 　 　 　 4．8＊ ＊5了．8…40．4
　　−1．一．
　 　 1

　 86．530 ．4　 3．9

添 　 加 　 剤

As 乳剤
　 1T14　tf／OOrn2

AsAsAsAsAs

セ メ ン ト

セ メ ン ト

セ メ ン ト

As 乳 剤

石 　 　灰

As

As

％

％

％

％

％

％

％

％

％

』

”

融

　。0

』

」

』

』

　。0

535335348

gs．7

2．5％

4．o％

　 41．2
．L 一

5．1％

6．oAs s．8％

摘 要

安 定度 500kg 以 上

安定度 350kg 以上

安定度 5（rOkg 以上

安定度 350kg 以上

安定度 3釧〕kg 以 ヒ

q ．

＝50kg
，

icrn2

qu
＝3）kg ！cm2

eu ＝30kg！cm2

修 正

　 CBR 　80％以上

修 正

　 CBR 　BO％以上

修 正

　 CBR 　80％ 以 上

qu＝10kg ／cm2

安定度　350kg 以上

安 定度 o「o  kg 以上

安定度 ・500kg 以上

注）
＊

は 20　mm フ ル イ通過　　
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は 10　mm フ ル イ通過 量 を示 す 。

表一4 横戸試験舗装の 下層路盤工 種 と材料
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軸圧 縮強 さ
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37．0・− 51．0 （％ ）

1．9〜　1．4 （kg ／cm2 ）
9．0− 13．O （％）

55．0〜　61．0　（％）

0．S〜 1，2 （kg ！cm2 ）
47．O〜54．0　（％ ）

7誘：、。1：1謝 cm り
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（1） ペ ソ ヶ ル マ ソ ビーム タ ワ ミ量

  　縦横断方向凹 凸 量

（3） ヒ ビ ワ レ 率，
パ

ッ チ ン グ 率

（4）交通量 ， 走行車両重量

  路面高さ

June ，　1972

　ベ ソ ケ ル マ ソ ビーム タ ワ ミ 量 〔以 下，タ ワ ミ量）は，こ

こ で は 4t ま た は 5t の 輪荷重 を 用い て 測定 した復元 タ ワ

ミ量 で あ る 。 通常 1 区間当 り32点の 測定を 行ない ， それ

ら平均値 の 経時変化は 図
一2 に 示すとお りで ある 。 タ ワ ミ

量は セ メ ソ ト系安定処理路盤 の 区間で 概して も っ と も小さ
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表一5　西広島試験舗装の 下層路盤工 種 と材料
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図一2　大 日 試験 舗装 の タ ワ ミ量経時 変 化
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低糊
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麟

G罰o

幌 棚 且1

く，れき青系安 定 処 理 で は 区 間に よ っ て は か な り大きな タ

ワ ミ量を示 して い る 。 これ ら平均値を 1 個の 数値 と して 求

め た Vtz （図一2）か ら， 平均的なタ ワ ミ 量の 大きい 区間

で は経時的な 変動量 も傾向と して 大きい こ とボ認め られ る 。

こ れ らの 変動は 気温や 路床含 水 量 な どの 変動に よ る もの と

思 わ れ るが ， その うち 温度 の 影響の み に 注 目 し， 埋設 した

熱電対温度計 に よ る路面温度と タ ワ ミ量との 関係 の
一

例を

図一3 に 示 す。これ に よ り温度以外 の 要因の 影響を 無視す

れば，大 日に お け る タ ワ ミ量 の 路面温度に よ る変動量 は お

お よそつ ぎの 大 き さで あ る と推測す る 。

　　　れ き青系安定処 理路盤…………0004m 皿 1°C

　　　 セ メ ン ト系安定処理路盤・……・・O．002m 皿 1°C
　　　粒度調整路盤…・…………・・……O．OO4　mm ！

°C
こ の 値を こ え る 変動部分 に は 含水 量な どの 影響 の ほ か に も

交通作用 に よ る舗装構成層 の 材質的な変化の 影響があ る と

想濛され ， ほ ぼ 同
一

気温 の 45年 5 月 と 46 年 5 月 の 間 の タ

ワ ミ 量 の 増 加 は 0．1〜0．2mm に 及ぶ が ， 図
一3 で 求め た

温度 に よ る影響量 は こ の 値に 比べ れ ばほ とん ど無視し うる

30
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ζ義ヨ
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鳳 ．lmm ，

図
一3 れ き青系安定処埋 に おけ る路面温皮 と タ ワ ミ量の

　 　 　 関係 （大 日）

大 き さで あ る 。

　縦横断方 向 の 路 面 凹 凸量 は そ れ ぞ れ の プ Pt ブ イ ロ メ ータ

に記録させ た波形の 基準線か らの 縦距を一定間隔 に 読み 取

り V7 で表 わ した もの で あ る 。 縦断 方向凹 凸 量 は 経時的

変化と区間 ご との 差異 が 明 りょ うで な く， 工種 ご と の 相違

を 検討す る うえで は ， 今の と こ ろ横断方向凹凸量 （以 下単

土と基礎，2e− 6 （172）
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に ， 凹凸量） に 利用価値がある 。 こ こ で は 縦距読み取 りの

基準線を 直線とす る た め ，か ま ぼ こ 型に 仕一Lげ られ た 路 面

で は 当初 か ら ゾ v は 大きく，わ だ ち 部 の 沈下 に よ りある

時期 まで は 凹 凸量は む しろ減少す る 傾向が あ っ て 経時的な

変化の 模 様 は あま り明 り ょ うで な い 。

　表層，基層 ア ス フ ァ ル ト混合物の 施工 直後の コ ア 密度 に

は 上 層路盤 の 工法ご との 有意差 が認 め られず，し た カミっ て

区 間 ご との 凹凸量の 差異は 主と し て 上 層路盤 の 材料 と工 法

の 相違 に よ る もの で ある と考え る 。 図
一4 に は 区間 ご との

タ ワ ミ量 の 平均値 と凹 凸 量 と の 関係 を 示 す
7）

。 タ ワ ミ 量 の

小さ い セ メ ソ ト系安定処 理 で は 凹凸量 も小 さ く， 粒度調整

とれ き青系安定処理 の ある 種の もの では タ ワ ミ量 ， 凹凸量

の い ずれ も比 較的大 き い 。 ま た，同種 の 工 法 の 中 で もタ ワ

ミ量 の 大 きい 区間；C 凹凸量 の 大きい 個所があ る 。

　 ヒ ビ ワ レ 面積 に は 通常修繕を行な っ た 部分 の 面積 （パ ッ

チ ソ グ而積）を加 え る 。 単一の 線状 ヒ ビ ワ レ の 場合 は， ヒ

ビ ワ レ 長 さec　O．3m を かけ て 面積とする。
ヒ ビ ワ レ 率は そ

れら面積 の 調査対象舗装面積 に 対する 百分率で 表わ した も

の で あ る 。
ヒ ビ ワ レ は い ずれ の 試験舗装で もほ とん ど観察

され て お らず ， 横戸に お い て の み 表
一6 の 状況で あ る 。 こ

れ らは 過大な タ ワ ミ量 に よ る網 目状 の も の や，盛土 周 縁部

の 不 同沈下 に よ る長 い 円弧状の ヒ ビ ワ レ で ， 盛 土 に 原因 7Jミ

ある 場合 の ほ か は タ ワ ミ量 と交通量 か ら推測 して その 発生

時 期 は ほ ぼ 妥当な もの で あ る 。
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図一4 路面工 種 ご との タ ワ ミ量 と凹 凸量の 関係 （大 日）
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一6 構 戸試 験舗装 の ヒ ビ ワ レ率
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　交通量は 年 に 1 〜4 回 の 観測 値 が あ り，走行車両 重 量 調

査 は 年 に 1 回 程度行なうこ ととし ， それ ぞれ の 路線に 計器

の 設置用 ボ ッ ク ス カ鯉 設 さ れ て い る D 最近 の 交通量 は 表
一

1 の とお りで あ る 。

　路面高さは レベ ル 測量 に よ る 。 盛土区間で は 切土区間に

比 べ て路面の 沈下量 が 大き く， 関東 Pt 一ム 盛土高 1m 当

た り約 10mm 以 上 の 沈下 を 観測 し た 個所があ る Q 沈下量

と タ ワ ミ 量あ るい は 凹凸量 と の 関係は ほ とん ど認め る こ と

は で きない が，円弧状 ヒ ビ ワ レ を生じた 個所で は 盛上 高は

3〜6m で ，そ れ に 相応 した 沈下 が観測 され て い る 。

3． 舗装の 供用性 と路盤の 効果

　舗装の 供用性 を 評価す る合理的な方法に 関 して 従来多 く

の 試み がな され て きた が，こ れ ま で の もの で もっ と も代表

的な 方法 の ひ とつ は AASHO 道路試験 で 用い られ た 次式

の PSI （Present　Serviceability　Index） に よ る もの で あ

る 。

　　　PSI ；f （縦断凹凸量， ワ ダ チ ボ レ 深 さ ，
ヒ ビ ワ レ

　　　　　　　と パ
ッ チ ソ グ 面積）

　わ ボ 国に お い て も同様な 相関式が 提案 さ G’L， す で に
一

部

で は実用 化され て い る 。 しか し， 多 くの 場合は 3 つ の 要因

の 個 々 を 取上げ て 供用性 の 評価を行な お うとす る の が現状

で ， た とえぽ，ヒ ビ ワ レ 率が 20〜30％ を こ え る 場合に 表

面処理や オーバ レ イを 施す，あ る い は，ワ ダチ ボ レ 深 さ が

10〜20mm を越え れ ぽ 同様 な 処置を とる な ど の 方法 で あ

る 。 本試験舗装で は PSI の 算定式が 確立 され て い な い こ

とや，現段階で は ヒ ビ ワ レ な どの 発生 が 低 い な どの た め ，

工 種 ご と の 比較は さ し当 りタ ワ ミ 量 と横断凹凸量 との 利用

に よ る こ ととす る 。

　路面 の タ ワ ミ量 は ， 経験的 に また 過去 の 諸調査 の 結果を

通 じて ，舗装 の inr・t久 性 と密接 に 関係 し て い る こ と が確 か め

られて い る 。 図
一5 は一般国道路面 の ヒ ビ ワ レ 率が 15〜

4 ％ に 達 した 時期 に お け る 累積大型車交通量 と タ ワ ミ 量

との 関係を 示 した もの で あ る
8〕

。 こ こ に 示 す タ ワ ミ 量は ヒ

ビ ワ レ 率の 調査 とほ ぼ同時期 の 測定に よ っ た とい う欠 点は

ある が ， 図
一5 に よ り，路面 タ ワ ミ量 の 実測値か ら路面 の

ヒ ビ ワ レ の 発生時期 ひ い て は 舗装 の 寿命 の お お よ その 予測
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1掣1、ロ
段
11105

障
芋1
漕 ：1

一

50C　　 Lロロロ　　 70LCI　 3C吃ID　 5C∩1〕　 ID．DllCI　2×1ひ 3× D司

　 　 　 　 累偐ナ薄 車気 通量、［1車線X 呼 ：．

図一5　 ヒ ビ ワ レ 率 の ある 水 準に お け る 交通量 と タ ワ

　 　 　 ミ量 との 関係
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カミ可 能 とな る o

　路面 タ ワ ミ量 の 小 さ い 舗装が 将来 の 供用 性に すぐれ る と

すれぽ，図
一2 な ど か らわ か る よ うに セ メ ソ ト系安定処 理

路盤が もっ とも効果的で あ り， 粒度調整路盤や あ る種 の れ

ぎ青安定処理 路 盤 で は ，タ ワ ミ量 自体 も季節的 な変動も大

き く，それ だ け ヒ ビ ワ レ を 生ず る 機会 も多 く舗 装 の 耐 久性

は 劣 る こ とに な ろ うe セ メ ソ 1・安定処理 路盤 は こ の よ うに

舗装の タ ワ ミ量 を 減ず る うえ で ぎわ め て 効果的で あ る が，

乾燥収縮などに 伴 うヒ ビ ワ レ 破壊 を 起 しや す い と され，タ

ワ ミ量 の 限界値 もれ き青系安定処理路盤な どに 比 べ て小さ

くと る の が 通 常 で あ る 。 わ が 国で の 調査事例 （図
一5）で は

こ の よ うな 関係は 明 らか で な く ， む しろ セ メ ソ ト安定 処理

路盤で は 同程度 の ヒ ビ ワ レ 率 に 達 し た 時期 で の タ ワ ミ量 は

い くぶ ん大 き 目で あ る 。 しか し，ヒ ビ ワ レ 率を 同
一

水準と

した ときの 累積交通量 と タ ワ ミ 量 と の 関係は 剛性 の 高い セ

メ ソ ト安定処 理 路盤とそ の 他の 路盤 と で は相違す る で あ ろ

う こ とが うか が わ れ，また タ ワ ミ量 が あ る 水 準以 上 の 場 合

に は お そ ら く，こ れまで の 経．験的事実 の とお りに セ メ ソ ト

安定処理路盤をもつ 舗装 の 限界 タ ワ ミ量 は 他の 場合 よ り も

小さ くと られ る こ とに な ろ う と推測す る 。

　路面の 凹 凸 あ るい は ワ ダ チ ポ レ は 路面 に 滞水を 作 っ て 鋪

装 の 破 壊 を 助 長 し，交通 に 対 して は 凹 凸，滞水 と もに 走行

性を い ち じる し くそ こな うな ど，ヒ ビ ワ レ 同様舗装 の 破壊

現象の ひ とつ に 見な され て い る 。 本試験舗装で 路面 の 変形

量 が舗装擁成層の ど の 部 分 に 由 来 して い る か 確 か め られ て

い な い な どの 不 備は ある が ， 表層 ， 基層な らび に 下層路盤

以
．
Fの 構成 が 同

一
で，し か も施工 時 の 表層 ， 基 層に 区 間 ご

との 密度差が認め られ て い な い とすれ ば，上 層路 盤 の 塑性

的 な変形特性 の 相違 が そ の ま ま凹 凸量の 差異とな っ て 現わ

れ た と考 え て 大 き な誤 りは な い だ ろ うo 剛 性 の 高い セ メ ソ

ト系安定処理路盤は 交通の 作用 に よ る塑性変形量 が少な く，

結合材料を含まない 粒度調整路盤や粘性 の 低 い れ き青材料

に よ る安定処理路盤 は 概 して 塑性 変形 を 起 しや す い とい う

結果は し ご く当然 とい っ て よ い 。

　図
一4 に よ っ て 剛性の 高い セ メ ン ト系安定処理路盤 は タ

ワ ミ量 を減ず る に 効果的なば か りで な く， 路盤 に 由来する

大 き な凹 凸 を 生 ぜ しめ ない とい う特長をもつ こ とが わ か る。

した が っ て ，試 験 舗装の 現段 階 で は タ ワ ミ量 と凹凸量 との

1而面で セ メ ソ ト系安定処理路盤 の 舗装の 1耐久性 に 与える効

果 は も っ と もす ぐれ て お り，粒度調整路盤やあ る種 の れ き

青安定処理 路盤 の 効 果は 比 較 的 劣 っ て い る とい うこ とが で

きる 。

　 こ こ に 示 し た よ うな タ ワ ミ量 と凹 凸量 との 関係があらゆ

る場 合に 成立 す る こ とICな れ ば，タ ワ ミ 量 の 測 定は 舗装 の

ヒ ビ ワ レ の み ならず ， 凹凸の 発生を も予 測 しえ て，舗装 の

将来の 供 用性評価に きわ め て 有力な もの に な り うる と考え

る。
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4． 路盤 の等値換算係数の 推定

　TA が 舗装 の 耐久性 と密接 に 関係す る もの で ある か ら，

TA とタ ワ ミ量 と に 何 らか の 相関があっ て よ い と考 え る 。

試験舗装 の 構成断面の うち ， つ ぎに 示す材料 ， 工法か らな

る もの の み に つ い て 要綱 に 規定 の 等値係数を 用 い て TA を

算出 し，図
一6 に タ ワ ミ量 との 関係を求 め た 。

　上 層路盤　　　　　　　　　　　　　　　　等薩換 算係 数

　　表層基 層 用 加 熱 ア ス フ ァ ル ト混 合物・・………・…1．00

　　れ き青安定処理 ， 安定度 350　kg 以上・・……・…0，80

　　セ メ ソ ト安定処 理 ，

一軸圧 縮強 さ 30　kg／cm2 …O．55

　　粒度調整 ， 修正 CBR8   以 上 一 …・………・……0．35

　下層路盤

　　切込 み 砕石 ，砂利，砂 な ど，修 正 CBR 　30以上
… ．25

　　　　　　　　　　　　　　 修 正 CBR 　20〜3 …0．20

　図中の 二 つ の 直線は ，加熱 ア ス フ ァ ル ト混合物層と粒度

調整材料に よ る 層 とか らな る断 面 （直線 B ）お よび セ メ ソ

ト系安定処理層を含む断面 （直線C ） か ら それぞれ作られ

た 。 も し，タ ワ ミ量に よ っ て TA 泓一義的に き ま る もの で

あれば，タ ワ ミ量の 低減 に 効果 の あ る セ メ ソ ト系安定処理

の 等値係数は 現行の 値 よ り大きくとられ る よ うに な り， 図

中の 直線はひ とつ に 表わ されなければならな い 。 しか し，

すで に 述べ た セ メ ソ ト安定 処 理路盤 を もつ 舗装の 限界 タ ワ

ミ 量は 小さい とす る考え に 従えぽ ， 図
一6 に お い て 二 つ の

直 線を 設け た こ とは 妥当 で あ る よ うに 思 わ れ る。

　大日の み に つ い て ， タ ワ ミ量と同様 な 考え方 で 求め た 凹

凸量 と TA との 関係を図
一ア に 示す 。

　 こ れ らの 直線に よ り，要綱 に 等値係数を規定 しな い 材料，

ヒP、
』
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　 　 　 　 図一6　TA とタ ワ ミ量 との 関係 （大 目）
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図一7　 TA と横断凹凸量 との 関係 （大 日）
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工 法 を含 む 断 面の タ ワ ミ 量，凹凸量 を 用 い て それぞ れ の

TA を 求 め ， さ らに それ ら材料 ， ユ：法 の 等値係数を表
一7−

1，2 の よ うに 推定 した 。 大 日の セ メ ン ト系安定処理 とそ の

他に は そ れ ぞ れ の 直線 C ，B を適用 し，横戸 で は 上 層路盤

を セ メ ン ト安定処理と した 構成断面 の み を 直線 C に よ っ た o

それ は 下層路盤 の セ メ ソ ト安定処理 は 上層路盤 の 場合よ り

も欠 陥が 表面 に 現わ れ に くい で あ ろ うと の 考 え に よ る 。

　上 層路盤に お い て は ， 遅硬性 の 石 灰安定処理演セ メ ソ ト

安定処理 と 同程度の 等値係数値を と り，れ き青安定処理 で

表
一7．ll

タ ワ ミ量 か ら

Alo

上 層路盤 の 等値換算係数 （大 日）

AlsA2bTlsT20SIsE15E20ClsC20C

！
20L15L20ECI5M20M30MSIsMS20

推 定 し た

等値換算係数

0．900

．830

．800

、570

．49

〕．400

．430

．39

  ，54

横 断 凹 凸 量
か ら推定 した

等値換算 係数

0．75

  ．570

．760

．580

．130

．360

．59o

，44

．　1．
o，70

 ，55 o，56

0．5TO

．54o

．530

．66o

．350

．30

0、54

0．500

、45

　 MS ！
15−一一

E、。

一．
ト

…塑 5

　 0．SO

0．6G0

，48o

，690

．390

．300

，620

．500

．720

．34

工 種
．
ご と の

等 値換 算係数
概　 略　 値

0．8

0．5

0．4

0．4

0，55

0．55

o．55

0．65

0．35

0，5

0．650

．3

表
一7．2 下層路盤の 等値 換算係数 （横戸）

M1M2MsLG4LLsS6SLTSMsCgCloCll

ら
た

数

か

　
係

量
し

算

冤
鯲

タ

推
等

0，250

．250

．280

，400

．330

．53

工 種 ご と の

等 値 換算 係数

概 　 略　 値

o．25

O．4o

、3o

．5

O．52 o．5

0．39 0．4

0．410

．46 o．d

0．39

June
，　1972

No ．674

は 結合材 の 種類 に よ っ て 係 数値に 大 きな 差を 生 じた 。 粒度

調整材料 の うち潜在水硬性 の 効果があ る高炉 ス ラ グ は ， 従

来経験 的 に と られ て い た 係 数値 O．55 に 近い 値 を得 た 。 下

層路盤 で は 山砂 の 消石灰安定処理 が とくに 高い 係数値を 示

した 。

　舗装路面 の タ ワ ミ量か ら各構成層 の 等値係数値を求 め よ

うとする こ こで の 試み は ， 各層材料の 変形係数か ら推定 し

よ うとする考え方に ほ ぼ類似するカミ
，

い ずれ の 場合 も，剛

性 の 高い セ メ ソ ト系安定処理 の 取扱 い につ い ては 別途考慮

す る必要 があるよ うに 思われ る。

5． 安定処理路盤の 経済性

　路盤 の 安定処理 を 採用 し よ うとす る場合 に は ， それが舗

装 の 耐 久 性 に 与え る効果 とそ の 工 費 とに つ い て まず勘案 さ

れなけれ ば な らない 。 その よ うな 検討の ひ とつ の 方法 と し

て ，
TA の 算出根拠 とな る材料 ， 工 法の 等値係数が，それ

ぞ れ の 舗 装 の 耐 久 性 に 寄与す る 程度を 表わ す との 考えに よ

り
9）

， 本試験舗装 の 路盤工 の 範囲で 単位等値係数当た りの

工 費 （こ こ で は 路盤厚の 相違を考慮して 単位 TA 当た りの

工 費 ， 諸経費 を含 まな い ） を 求 め て 各工 種 ご とに 比 較 した

（図
一8）。
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図
一8　単 位 TA 当た り工 費 の 比 較

　上層路盤で は れ き青系安定処理 の 中に 工 費の 割高の もの

があ り，粒度調整に 割安 の もの がある。
一般的な工 法の う

ち で は ， 加熱混合 の ア ス フ ァ ル ト安定処理 とセ メ ソ ト安定

処理 の 工費／TA は 同 じか後者 ぶやや低 い 程度 で あるが ，

粒度調整砕石 で は ほ か に 比ぺ て か な り割高 に なる。 石灰安

定処理 は セ メ ソ ト安定処 理 と同じ等値係数値に 評価さ れて

い る限 り， 材料 の コ ス トの 差 だ け高価に な る。 下層路盤で

は 切込み 砕石 の 工 費／T． が も っ と も高く， 山 砂の セ メ ン

トあるい は 石灰 に よ る安定処理 が もっ とも低い 。 関東 ロ ー

ム の 石 灰安定処理 は 石灰添加量を多 く要す るた め 切込み砕

石 に つ い で 割高に な る。

　い ずれ の 場合 も， 結合材を 含ま な い砕石 な どを単体で利

用す る場合 の 経済性 は 舗装 の タ ワ ミ量や 凹凸量に 与え る効

果 を 考 えれ ば，と くに セ メ ソ h系 の 安定材を利用 し た 場合

に 比べ て い ち じる し く劣る こ と カミ明 らか である 。
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あ と が き

　一般国道上 に設け られ た試験舗装の 概要と ， 短期間の 調

査 の 経過 とに つ い て紹 介 し，これ ま で の 資 料 の 範 囲 で 各 路

盤工 種 の効果 につ い て 若干 の 検討を 加えた Q こ こ に示 した

考え方 は ひ とつ の 試 み に 過 ぎず，路盤の 白と黒 との 議論や

下層路盤 の 安定処理 の 効果 な どに 関 して 今後に 問題が残 さ

れ て い る 。 しか し，上 下層路盤を 問 わ ずある種の 安定 処理

の 効果 は 顕著で あ り，

一
般 の 場合は もち 論の こ と， と くに

重交通道路に お ける メ ソ テ ナ ン ス フ リーの 舗装 の 築造など

に 際し ， これ か らも欠か せ ない 存在 で あ る こ とは 明らか で

あ る 。

　お わ りに ， 試験舗装の 実施に当た られ た 建設省関東地方

建設局，同千葉国道工 事 々 務所 ， 中部地 方建設局，同名四

国道工 事々 務所 ， 同 中部技術＃務所 ， 中国地 方建設局 ， 同

広 島国道工 事 々 務所，同中国技術事務所の 担当各位に 対 し

深 甚の 謝意を 表す D
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1新 刊 紹 死

「農 地 工 学」

山 崎不二 夫著

　近年， 農業労働力 の 急減に よ っ て 農業に お け る生産性 の

向上 がせ ま られ ， 農作業 の 機械化に よ る省力化お よ び高能

率化 が進 め られ て い る 。 そ の た め ，現在の 中小区画 の 農地

を，大型機械に 適 L た 大 区画 の 農地 に つ くりか え る よ うに

な っ て ぎた 。 これ らの 事業の 遂行に と もな っ て 農地
一
r：学分

野 の 成果は 着 々 と蓄積されつ つ あ る。

　現 在，これ らの 成 果 を 整理 し，体系づ け る こ とが ， 今後

の 農地．［二学 の 発展に 有意義 で あ る と考え ， 農業工 学 の 体系

化を試み た の が本書で あ る。

　40年近 くに わ た る長 年 の 研 究 歴 を 有 して ，名実 と もに こ

の 方面 の 指導的地位に あ る著者が，そ の 分野 の 研究成果を

集大成 し，体系化 した 本書が 出版 された 意義 は 大 きく， 研

究者，技術者の 良 き資料，指針書に な る もの と思 わ れ る 。

　本書 の 内容は 次の 3編 か ら構成 され て い る 。

　　　　　　　　　　　　　「農地工 学 は 生産的実践を 日

標とす る実学 で あ る」，

一
良 い 農地 とは 十地生産性，労働 生

産性 ， 保全性などの 高い 農地で あ る」 と考え，  良い 農地

を左 右 す る要 因　（土 地 ，土 層，気 象，道路 ，水路区画な

ど） が侮 で あ る か を検討す る ，   それ らの pa　r一と生産性，

保全性 との か か わ り合い 方 を 明らか に す る，   良い 農地 に

改良す る方法を究明す る，とい う順で 体系化 され て い る こ

とが本＃の 特徴 で あ る 。 　　　　　　　　　　　 （島）

　上壌型　　O 良 い 水 田 の 備 え る べ き条iH　　 O 水 田 の

　浸透　　 O 水田 の JI水　　 O 水 田 の 耕地組織　　 O 開

　 田 とホ 場整備 の 土工

第 三 編　畑の 工 学 〔254 頁）

　 O わ が 国 の 畑地 の 特徴　　C）わ が 国の 畑 の 士壌

　 ξ⊃良い 畑 の 備 える べ き条件　　O 畑 地 の 保水 　 O 畑

　地 の 通気　　 O 畑の 土壌保全　　 O 畑地 の 耕 地 組 織

　 ○ 開畑 の 土 工

E記 か ら も分 か る よ うに ，

第一編　農地工 学 と は 何か （39頁 ）

　 Q 社会に お け る 農業 の 役割　　 o 農 地 に つ い て

　 O 農地工 学 と は 何 か

第二 編　水 田 の 工 学 （330 頁）

　 O 水 田 とは 何 か ， そ の 進化 の 歴史　　O 水 田 の 土壌と

発 行 　東 京 大 学 出 版 会

A5 判　　上 巻 （水 田 ） 369頁　　定 価 1．800円

下巻 （畑 ） 254頁　　定 価 1，800円

34 土と基礎，20− 6 〔172）
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